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輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
市
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
市
民
の
皆
様
に
は
、
議
会
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
富
岡
製
糸
場
等
の
世
界

遺
産
登
録
を
は
じ
め
、
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
や

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
活
躍
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た

半
面
、
豪
雪
・
豪
雨
被
害
を
は
じ
め
、
噴
火
や
地
震
な
ど
に
よ

る
自
然
災
害
の
目
立
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
市
は
比
較

的
災
害
の
少
な
い
地
域
で
あ
り
ま
す
が
、
暑
さ
日
本
一
を
二
十

二
回
記
録
す
る
な
ど
暑
さ
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
経
済
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年
四
月
の
消
費

税
増
税
後
も
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
地
方
経
済
は
未
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
、「
水
と
緑
と
人
が
輝
く
共
創
都

市
た
て
ば
や
し
」
の
実
現
に
向
け
て
、
少
子
高
齢
化
対
策
を
は

じ
め
、
定
住
人
口
の
確
保
や
、
経
済
の
活
性
化
対
策
な
ど
の
重

点
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
未
来
の
館
林
市
の
基
礎
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
将
来
展
望
に
立
っ
た
個
性
豊
か
な
、
そ
し
て
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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おめでとうございます

写
真
は
各
頁
ご
と
に

右
か
ら
左
へ
議
席
順

と
な
り
ま
す
。

①
所
属
会
派
又
は

　
党
派

②
住
所

③
電
話
番
号

　暮らし第一で景気回復を！
みなさんの声を市政に届ける
ため、今年もがんばります。

篠
　
木
　
正
　
明

①
日
本
共
産
党
館
林
市
議
団

②
松
原
三
丁
目
六
―
一
三

③
七
三
―
九
六
一
五

　市民の皆さんから、「何もし
ない議員は無用」と批判され
ないように今年も活動します。

吉
　
野
　
高
　
史

①
無
会
派

②
赤
生
田
町
一
六
九
九
―
一

③
七
二
―
九
四
三
一

　社会保障政策等を通じ、社
会的包摂のある公正な社会に
向けて尽力致します。

渡
　
辺
　
充
　
徳

①
フ
ォ
ー
ラ
ム
館
林

②
花
山
町
二
六
〇
六

③
七
二
―
〇
三
四
六

　「小さな声」が大切にされ
る市政を目指し、今年も皆様
と共に活動していきます。

泉
　
澤
　
信
　
哉

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
若
宮
町
二
四
五
一
―
三

③
七
二
―
五
〇
七
一

　「初志貫徹」スポーツを通
して、市民の健康・幸せを第
一に考え全力投球します。

橋
　
本
　
　
　
徹

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
成
島
町
三
八
一
―
二

③
七
四
―
一
〇
三
八

　今やらなければいけない事
を「考え、行動し、結果に結び
つける」そんな年にしたい。

斉
　
藤
　
貢
　
一

①
フ
ォ
ー
ラ
ム
館
林

②
分
福
町
一
〇
〇
〇
―
三
五

③
七
三
―
〇
八
六
三

　「積小為大」の大切さと尊
さを念頭に希望ある共創都市
を目指して全力で進みます。

青
　
木
　
一
　
夫

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
瀬
戸
谷
町
二
一
八
〇
―
四
三

③
七
二
―
五
三
八
四

　子どもたちが、誇りを持て
る活力・夢のある街づくりに、
全力で頑張って参ります。

櫻
　
井
　
正
　
廣

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
西
美
園
町
七
五
六
―
三
二

③
七
五
―
三
五
五
九

　若い責任世代の代表として、
ブレることなく、市民の皆様
の想いをつなぎます。

権
　
田
　
昌
　
弘

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
日
向
町
九
八
四
―
九
日
向
県
営
住

宅
Ａ
―
一
〇

③
七
二
―
九
九
五
八

　「誇れる館林市、みんなが
住みたい都市」を目指して、
今年も一歩ずつ行動致します。

多
　
田
　
善
　
洋

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
本
町
四
丁
目
一
四
―
一

③
七
二
―
七
五
一
五

副
議
長

本
年
も

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
い
た
し
ま
す

二
〇
一
五
年
元
旦
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新年明けまして2015年

　11 期目に寄せられし　熱き
思い重く受けとめ　初心に返
りて市民とともに歩まん

小
　
林
　
　
　
信

①
日
本
共
産
党
館
林
市
議
団

②
西
高
根
町
九
―
二
三

③
七
三
―
二
〇
六
六

　今年もあなたとつくる元気
な街にをモットーに、勇気と
情熱で議会に取り組みます。

町
　
井
　
　
　
猛

①
自
由
ク
ラ
ブ

②
つ
つ
じ
町
一
―
一
一

③
七
三
―
二
六
三
九

　明けましておめでとうござ
います。今年も自分らしく何
事にも全力で挑みます。

遠
　
藤
　
重
　
吉

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
赤
生
田
本
町
一
四
三
二
―
二

③
七
三
―
八
六
五
〇

　初心を忘れず『街づくりは、
人づくり』に向けて、教育・
医療・福利向上へ全力投球 !

野
　
村
　
晴
　
三

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
成
島
町
六
八
八
―
一

③
七
二
―
一
三
五
四

　私の議員活動の基本は市民
相談です。市民の皆様の声な
き声に耳を傾け、頑張ります。

河
　
野
　
哲
　
雄

①
公
明
党

②
下
三
林
町
八
三
六
―
三

③
七
三
―
三
七
九
四

　政治が混迷する中、地方議
員としての役割、使命と責任
をしっかり果たして参ります。

髙
　
橋
　
次
　
郎

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
苗
木
町
一
八
〇
四
―
一
〇
〇

③
七
三
―
九
九
四
〇

　新年を迎え、初心を忘れず、
今年も市民生活の向上に全力
投球をいたします。

井
野
口
　
勝
　
則

①
自
由
ク
ラ
ブ

②
成
島
町
五
九
七

③
七
二
―
二
〇
九
〇

　市民が安全で安心して生活
出来るまちづくりを目指して
努力して今年も頑張ります。

青
　
木
　
幸
　
雄

①
無
会
派

②
下
早
川
田
町
八
八
〇

③
七
三
―
〇
四
六
二

　「水と緑と人が輝く共創都
市たてばやし」を目指して、
今年も全力で取り組みます。

岡
　
村
　
一
　
男

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
岡
野
町
乙
四
〇
二

③
七
三
―
四
五
五
一

　公職選挙法により、議員が選挙区内に対し、年賀状等
時候のあいさつ状（自筆による答礼を除く）を出すことは
禁止となっておりますので、皆様のご理解とご協力の程
よろしくお願いいたします。

“ 年賀状を出すことは禁止となっています ”
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◇市議会常任委員等・一部事務組合議会議員・各種機関委員名簿（市議会選　出）

　
橋　
本　
　
　
徹

　
向　
井　
　
　
誠

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
議
会
議
員

　
篠　
木　
正　
明

　
吉　
野　
高　
史

　
野　
村　
晴　
三

　
井
野
口　
勝　
則

邑
楽
館
林
医
療
事
務

組
合
議
会
議
員

　
岡　
村　
一　
男

　
遠　
藤　
重　
吉

　
髙　
橋　
次　
郎

館
林
地
区
消
防

組
合
議
会
議
員

　
渡　
辺　
充　
徳

　
青　
木　
幸　
雄

　
小　
林　
　
　
信

　
町　
井　
　
　
猛

館
林
衛
生
施
設

組
合
議
会
議
員

　
向　
井　
　
　
誠

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

　
櫻　
井　
正　
廣

　
青　
木　
一　
夫

農
業
設
備
近
代
化
資
金
等

利
子
補
給
審
査
委
員
会

　
渡　
辺　
充　
徳

　
吉　
野　
高　
史

　
青　
木　
幸　
雄

市
営
住
宅
入
居
者

選

考

委

員

会

　
青　
木　
一　
夫

　
向　
井　
　
　
誠

花
と
緑
の
館
林

づ
く
り
協
議
会

　
権　
田　
昌　
弘

　
橋　
本　
　
　
徹

ラ
ブ
ホ
テ
ル
等

施
設
環
境
審
議
会

　
櫻　
井　
正　
廣

　
青　
木　
一　
夫

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

運

営

委

員

会

◎
岡　
村　
一　
男

○
斉　
藤　
貢　
一

　
橋　
本　
　
　
徹

　
篠　
木　
正　
明

　
野　
村　
晴　
三

　
河　
野　
哲　
雄

　
町　
井　
　
　
猛

議
会
運
営
委
員
会

◎
橋　
本　
　
　
徹

○
権　
田　
昌　
弘

　
篠　
木　
正　
明

　
遠　
藤　
重　
吉

　
向　
井　
　
　
誠

　
町　
井　
　
　
猛

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
渡　
辺　
充　
徳

○
櫻　
井　
正　
廣

　
斉　
藤　
貢　
一

　
岡　
村　
一　
男

　
河　
野　
哲　
雄

　
井
野
口　
勝　
則

　
小　
林　
　
　
信

議
会
報
編
集
委
員
会

◎
青　
木　
一　
夫

○
櫻　
井　
正　
廣

　
渡　
辺　
充　
徳

　
吉　
野　
高　
史

　
青　
木　
幸　
雄

　
河　
野　
哲　
雄

　
髙　
橋　
次　
郎

経
済
建
設
環
境
常
任
委
員
会

◎
泉　
澤　
信　
哉

○
斉　
藤　
貢　
一

　
多　
田　
善　
洋

　
岡　
村　
一　
男

　
野　
村　
晴　
三

　
井
野
口　
勝　
則

　
小　
林　
　
　
信

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　
櫻　
井　
正　
廣

　
青　
木　
一　
夫

　
多　
田　
善　
洋

　
向　
井　
　
　
誠

総
合
農
政
推
進
協
議
会

　
渡　
辺　
充　
徳

　
青　
木　
幸　
雄

　
河　
野　
哲　
雄

融
資
審
査
委
員
会

　
櫻　
井　
正　
廣

　
青　
木　
一　
夫

　
多　
田　
善　
洋

　
向　
井　
　
　
誠

都
市
計
画
審
議
会

　
橋　
本　
　
　
徹

社
会
教
育
委
員

　
櫻　
井　
正　
廣

　
青　
木　
一　
夫

　
向　
井　
　
　
誠

観

光

協

会

　
青　
木　
一　
夫

労
使
教
育
委
員
会

（◎印委員長・○印副委員長）

　
橋　
本　
　
　
徹

公
務
災
害
補
償
等

認

定

委

員

会

　
権　
田　
昌　
弘

　
櫻　
井　
正　
廣

　
橋　
本　
　
　
徹

　
斉　
藤　
貢　
一

　
青　
木　
一　
夫

　
泉　
澤　
信　
哉

　
河　
野　
哲　
雄

　
髙　
橋　
次　
郎

総

合

計

画

（
後
期
基
本
計
画
）審
議
会

　
遠　
藤　
重　
吉

監

査

委

員

　
斉　
藤　
貢　
一

　
小　
林　
　
　
信

民
生
委
員
推
薦
会

　
泉　
澤　
信　
哉

群
馬
県
共
同
募
金
会

館

林

市

支

会


